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(54)【発明の名称】 半透過型液晶表示素子

(57)【要約】
【課題】反射表示のときも透過表示のときも明るさと色
再現性のバランスの良好な半透過型液晶表示素子を提供
する。
【解決手段】それぞれ内側に電界を印加するための電極
(104a,104b)を持つ一対の上側透明基板(102a)と下側透
明基板(102b)間に液晶(106)を封入した液晶セルを含
み、前記下側基板(102b)に半透過手段(120,220)を形成
し、この半透過手段(120,220)よりも上側基板(102a)側
と下側基板(102b)側のそれぞれに光に色を付与する手段
(103a,110)を形成する。反射表示のとき、またはバック
ライトユニット(111)を点灯させた透過表示モードで用
いた場合でも、明るさと色再現性のバランスの良好な透
過表示モードを実現できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  それぞれ内側に電界を印加するための電
極を持つ一対の上側透明基板と下側透明基板間に液晶を
封入した液晶セルを含み、
前記下側基板に半透過手段を形成し、前記半透過手段よ
りも上側基板側と下側基板側のそれぞれに光に色を付与
する手段を備えていることを特徴とする半透過型液晶表
示素子。
【請求項２】  前記半透過手段よりも上側基板側の光に
色を付与する手段が、上側基板に形成されたカラーフィ
ルタである請求項１に記載の半透過型液晶表示素子。
【請求項３】  前記半透過手段よりも上側基板側の光に
色を付与する手段が、下側基板の半透過手段よりも上に
形成されたカラーフィルタである請求項１に記載の半透
過型液晶表示素子。
【請求項４】  前記半透過手段よりも下側基板側に光に
色を付与する手段が、下側基板の半透過手段よりも下に
形成されたカラーフィルタである請求項１～３のいずれ
かに記載の半透過型液晶表示素子。
【請求項５】  前記半透過手段が、アルミニウムまたは
銀を主成分とする金属の薄膜である請求項１～４のいず
れかに記載の半透過型液晶表示素子。
【請求項６】  前記半透過手段が、アルミニウムまたは
銀を主成分とする金属の反射膜の一部分を開口したもの
である請求項１～４のいずれかに記載の半透過型液晶表
示素子。
【請求項７】  前記半透過手段が、前記下側基板に形成
された電極の一部または全部を兼ねている請求項１～６
のいずれかに記載の半透過型液晶表示素子。
【請求項８】  前記半透過手段が、前記下側基板に形成
された電極とは別の層で形成され、前記半透過層と前記
電極層の間には電気的絶縁層が形成されている請求項１
～６のいずれかに記載の半透過型液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、半透過型液晶表示
素子に関する。さらに詳しくは、反射表示モードであっ
ても透過表示モードのときであっても、明るさと色再現
性の改善された半透過型液晶表示素子に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示素子は、薄く、軽いので、携帯
型の情報端末のディスプレイをはじめとして様々な用途
に広く用いられている。液晶表示素子は、自らは発光せ
ずに、光の透過強度を変化させて表示を行う受光型素子
であり、数ボルトの実効電圧で駆動できるため、液晶表
示素子の下側に反射板を備えて外部光の反射光で表示を
見る反射型として用いれば、極めて消費電力の低い表示
素子となる。
【０００３】従来の反射型のカラー液晶表示素子は、カ
ラーフィルタを備えた液晶セルとこの液晶セルを挟んで
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配置された一対の偏光フィルムからなっている。カラー
フィルタは上記液晶セルの一方の基板に設けられてお
り、基板上にカラーフィルターさらにその上に透明電極
が形成される。この液晶セルに電圧を印加することで、
液晶分子の配向状態を変化させて各カラーフィルタごと
の光の透過率を変化させカラー表示を行っている。
【０００４】１枚の偏光板の透過率は、せいぜい４５％
程度であり、このとき偏光フィルムの吸収軸に平行な偏
光の透過率はほぼ０％で、垂直な偏光の透過率はほぼ９
０％である。従って偏光板を２枚用いる反射型の液晶表
示素子では、光が偏光フィルムを４回通って出射するた
め、カラーフィルタの吸収を考えないとき、下記式（数
１）となり、反射率は白黒パネルでも約３３％で頭打ち
となる。
（０．９）4×５０％＝３２．８％  （数１）
そこで、表示を明るくするために、偏光フィルムを液晶
セルの上側の１枚だけにして、液晶セルを１枚の偏光フ
ィルムと反射板で挟む構成がいくつか提案されている
（例えば、特開平７－１４６４６９号公報、特開平７－
８４２５２号公報）。この場合、偏光フィルムを２回し
か通らないので、カラーフィルタの吸収を考えないと
き、下記式（数２）となり、最大で、偏光フィルム２枚
用いた構成に対して約２３．５％の反射率の向上が期待
できる。
（０．９）2×５０％＝４０．５％  （数２）
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記で述べた偏光フィ
ルムを液晶セルの上側１枚だけにした構成の反射型液晶
表示素子を、外光が非常に少ない暗い環境で用いる場合
は、液晶セルの上側に光を付与するする手段としてフロ
ントライトを用いる必要がある。ところが、フロントラ
イトはバックライトよりも光利用効率が悪いという課題
を有している。
【０００６】そこで、反射手段を半透過手段として、半
透過型液晶表示素子として用いることで、光利用効率の
高いバックライトを用いることが考えられるが、そのま
まで、例えば通常のようなカラーフィルタを用いて光に
色を付与してカラー化すると、反射表示のときはカラー
フィルタを２回通り、透過表示のときはカラーフィルタ
を１回しか通らないため、反射表示が透過表示に比べて
暗いという課題、あるいは逆に、透過表示が反射表示に
比べて色再現性が悪くなるという課題を有していた。
【０００７】本発明は、前記従来の問題を解決するた
め、反射表示のときも透過表示のときも明るさと色再現
性のバランスを良好にできる半透過型液晶表示素子を提
供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の半透過型液晶表示素子は、それぞれ内側に
電界を印加するための電極を持つ一対の上側透明基板と
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下側透明基板間に液晶を封入した液晶セルを含み、前記
下側基板に半透過手段を形成し、前記半透過手段よりも
上側基板側と下側基板側のそれぞれに光に色を付与する
手段を備えていることを特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】本発明の半透過型液晶表示素子
は、反射表示のときも透過表示のときも光への色の付与
の仕方が概略同じようになるような構成とすることで、
反射表示のときも透過表示のときも明るさと色再現性の
バランスを良好なものにするものである。
【００１０】すなわち、それぞれ内側に電界を印加する
ための電極を持つ一対の上側透明基板と下側透明基板間
に液晶を封入した液晶セルを含み、前記下側基板に半透
過手段を形成し、この半透過手段よりも上側基板側と下
側基板側のそれぞれに光に色を付与する手段を備えるも
である。
【００１１】このような構成とすることにより、反射表
示のときは、上側基板の外より入射した外光が、前記半
透過手段よりも上側基板側に備えた光に色を付与する手
段を２回通るのに対し、透過表示のときは、バックライ
トなどの手段より下側基板の外側より入射した光が、前
記半透過手段よりも下側基板側に備えた光に色を付与す
る手段を通り、更に、前記半透過手段よりも上側基板側
に備えた光に色を付与する手段を通ることになる。この
ため反射表示も透過表示も明るさと色再現性のバランス
を良好なものにすることができる。
【００１２】特に、前記半透過手段よりも上側基板側の
光に色を付与する手段が、上側基板に形成されたカラー
フィルタとするか、下側基板の半透過手段よりも上に形
成されたカラーフィルタとすることができる。
【００１３】また、前記半透過手段よりも下側基板側に
光に色を付与する手段が、下側基板の半透過手段よりも
下に形成されたカラーフィルタとすることができる。
【００１４】そして、前記半透過手段が、アルミニウム
または銀を主成分とする金属の薄膜とするか、アルミニ
ウムまたは銀を主成分とする金属の反射膜の一部分を開
口したものとすることができる。
【００１５】さらに、前記半透過手段が、前記下側基板
に形成された電極の一部または全部を兼ねたものとする
ことができる。
【００１６】以下、本発明の実施の形態について、図面
を参照しながら説明する。
【００１７】（第１の実施の形態）図１は第１の実施の
形態の半透過型液晶表示素子の断面図である。図１にお
いて、１００ａ、１００ｂは偏光フィルム、１０１ａ、
１０１ｂ、１０１ｃ、１０１ｄは高分子フィルム、１０
２ａ、１０２ｂは透明基板、１０３はカラーフィルタ、
１０４ａ、１０４ｂは透明電極、１０５ａ、１０５ｂは
配向膜、１０６は液晶層、１０７は金属反射電極、１０
８は薄膜トランジスタ、１０９はコンタクトホール、１
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１０は平坦化膜、１１１はバックライトユニットを示
す。
【００１８】透明基板１０２ａ、１０２ｂとしては、例
えば無アルカリガラス基板(例えば１７３７：コーニン
グ社製)を用いた。上側の透明基板１０２ａ上に、カラ
ーフィルタ１０３として顔料分散タイプで赤、緑、青の
ストライプ配列のものをフォトリソグラフィーで形成し
た。その上に、透明電極１０４ａとしてインジウム・錫
酸化物合金（ＩＴＯ）膜で対向電極を形成した。また、
下側の透明基板１０２ｂ上には、薄膜トランジスタ１０
８を形成し、さらに平坦化膜１１０をアクリル系樹脂に
て形成した。その上に、画素内の一部分を開口した構成
でアルミニウムを２００nmの厚さで蒸着して金属反射電
極１０７を形成した。さらに透明電極１０４ｂとしてイ
ンジウム・錫酸化物合金（ＩＴＯ）膜を形成した。本実
施の形態においては、前記の金属反射電極１０７と透明
電極１０４ｂとで、半透過手段１２０を構成しており、
しかも画素電極を兼ねている。そして、コンタクトホー
ル１０９を介して薄膜トランジスタ１０８より電界が印
加される。また、金属反射電極１０７の表面は平均傾斜
角が３゜～１２゜となるように凹凸形状に形成してあ
り、散乱反射電極となるようにした。
【００１９】透明電極１０４ａおよび１０４ｂ上には、
ポリイミドのγ－ブチロラクトンの５重量％溶液を印刷
し、２５０℃で硬化したのち、６３#のツイスト角を実
現するようにレーヨン布を用いた回転ラビング法による
配向処理を行うことで配向膜１０５ａ、１０５ｂを形成
した。
【００２０】そして、上側透明基板１０２ａ上の周辺部
には３．０μmの平均直径のガラスファイバーを１．０
重量％混入した熱硬化性シール樹脂（例えばストラクト
ボンド：三井東圧化学社製）を印刷した。下側透明基板
１０２ｂ上には３．２μmの平均直径の樹脂ビーズを１
００～２００個／mm2の割合で散布し、上側透明基板１
０２ａと下側透明基板１０２ｂを互いに貼り合わせ、１
５０℃でシール樹脂を硬化した。その後、前記両基板間
のギャップにΔｎ

LC
＝０．０８のフッ素エステル系ネマ

ティック液晶にカイラルピッチが８０μmになるように
カイラル液晶を混ぜた液晶を真空注入し、紫外線硬化性
樹脂で封口した後、紫外線光により硬化して液晶層１０
６を形成した。
【００２１】こうして形成された液晶セルの上側透明基
板１０２ａの上に、ノーマリーホワイト化のための光学
補償層としてポリカーボネートフィルムからなる高分子
フィルム１０１ａ、１０１ｂを貼付した。さらに、偏光
フィルム１００ａとしてニュートラルグレーの偏光フィ
ルム（住友化学工業（株）製ＳＱ－１８５２ＡＰ）にア
ンチグレア(ＡＧ)とアンチリフレクション（ＡＲ）処理
を施したものを貼付した。また、下側透明基板１０２ｂ
の下に、ノーマリーホワイト化のための光学補償層とし
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てポリカーボネートフィルムからなる高分子フィルム１
０１ｃ、１０１ｄを貼付した。さらに、偏光フィルム１
００ｂとしてニュートラルグレーの偏光フィルム（住友
化学工業（株）製ＳＱ－１８５２ＡＰ）を貼付した。そ
して、下側透明基板１０２ｂの下側にバックライトユニ
ット１１１を設置した。
【００２２】この第1の実施の形態で、半透過手段より
も上側の光に色を付与する手段は、カラーフィルタ１０
３である。このとき、バックライトユニット１１１が非
点灯の反射表示モードで用いた場合、明るさの指標であ
る全積分反射率は１５％、色再現性の指標であるＬ*ａ*

ｂ*表色系での赤緑青の色三角形の面積は５２０と良好
な特性を得ることができた。
【００２３】ところが、第1の実施の形態を平坦化膜１
１０として透明なアクリル系樹脂で形成したとき、バッ
クライトユニット１１１を点灯させた透過表示モードで
用いた場合、透過率は４．８％であるが、色三角形の面
積が１２０という、非常に淡い色再現性しか有しない表
示となった。
【００２４】そこで、第1の実施の形態を作製する際、
平坦化膜１１０としてカラーフィルタ１０３と同じスト
ライプの色配列となるように赤・緑・青の色素をそれぞ
れ混入したアクリル系樹脂を用いて形成して、半透過手
段よりも下側の光に色を付与する手段を実現したとこ
ろ、バックライトユニット１１１を点灯させた透過表示
モードで用いた場合でも、透過率４．２％、色三角形の
面積が４００という、明るさと色再現性のバランスの良
好な透過表示モードを実現することができた。
【００２５】（第２の実施の形態）図２は第２の実施の
形態の半透過型液晶表示素子の断面図である。図２にお
いて、２００ａ、２００ｂは偏光フィルム、２０１ａ、
２０１ｂ、２０１ｃ、２０１ｄは高分子フィルム、２０
２ａ、２０２ｂは透明基板、２０３は選択反射膜、２０
４ａ、２０４ｂは透明電極、２０５ａ、２０５ｂは配向
膜、２０６は液晶層、２０７は金属反射電極、２０８は
薄膜トランジスタ、２０９はコンタクトホール、２１０
は平坦化膜、２１１はバックライトユニットを示す。
【００２６】透明基板２０２ａ、２０２ｂとして無アル
カリガラス基板(例えば１７３７：コーニング社製)を用
い、その上に、透明電極２０４ａとしてインジウム・錫
酸化物合金（ＩＴＯ）膜で対向電極を形成した。また、
下側の透明基板２０２ｂ上には、薄膜トランジスタ２０
８を形成し、更に平坦化膜２１０を赤・緑・青のストラ
イプの色配列となるように色素を混入したアクリル系樹
脂にて形成した。その上に、画素内の一部分を開口した
構成で銀を２００nmの厚さで蒸着して金属反射電極２０
７を形成し、更に、透明電極２０４ｂとしてインジウム
・錫酸化物合金（ＩＴＯ）膜を形成した。本実施の形態
においては、前記金属反射電極２０７と透明電極２０４
ｂとが、半透過手段２２０を構成しており、しかも画素
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電極を兼ねている。そして、コンタクトホール２０８を
介して薄膜トランジスタ１０８より電界が印加される。
また、金属反射電極１０７の表面は平均傾斜角が３゜～
１２゜となるように凹凸形状に形成してあり、散乱反射
電極となるようにした。そして、透明電極２０４ｂの上
に、平坦化膜２１０のストライプ色配列と適合するよう
にコレステリック選択反射膜２０３を形成した。
【００２７】ここで、色素を混入した平坦化膜２１０
が、半透過手段よりも下側基板側の光へ色を付与する手
段を形成しており、コレステリック選択反射膜２０３
が、半透過手段よりも上側基板側の光へ色を付与する手
段を形成している。
【００２８】透明電極２０４ａおよび２０４ｂ上には、
ポリイミドのγ－ブチロラクトンの５重量％溶液を印刷
し、２５０℃で硬化したのち、６３#のツイスト角を実
現するようにレーヨン布を用いた回転ラビング法による
配向処理を行うことで配向膜２０５ａ、２０５ｂを形成
した。
【００２９】そして、上側透明基板２０２ａ上の周辺部
には３．０μmの平均直径のガラスファイバーを１．０
重量％混入した熱硬化性シール樹脂（例えばストラクト
ボンド：三井東圧化学社製）を印刷し、下側透明基板２
０２ｂ上には３．２μmの平均直径の樹脂ビーズを１０
０～２００個／mm2の割合で散布し、上側透明基板２０
２ａと下側透明基板２０２ｂを互いに貼り合わせ、１５
０℃でシール樹脂を硬化した後、Δｎ

LC
＝０．０８のフ

ッ素エステル系ネマティック液晶にカイラルピッチが８
０μmになるようにカイラル液晶を混ぜた液晶を真空注
入し、紫外線硬化性樹脂で封口した後、紫外線光により
硬化して液晶層２０６を形成した。
【００３０】こうして形成された液晶セルの上側透明基
板２０２ａの上に、ノーマリーホワイト化のための光学
補償層としてポリカーボネートフィルムからなる高分子
フィルム２０１ａ、２０１ｂを貼付し、さらに、偏光フ
ィルム２００ａとしてニュートラルグレーの偏光フィル
ム（住友化学工業（株）製ＳＱ－１８５２ＡＰ）にアン
チグレア(ＡＧ)とアンチリフレクション（ＡＲ）処理を
施したものを貼付した。また、下側透明基２０２ｂの下
に、ノーマリーホワイト化のための光学補償層としてポ
リカーボネートフィルムからなる高分子フィルム２０１
ｃ、２０１ｄを貼付し、さらに、偏光フィルム２００ｂ
としてニュートラルグレーの偏光フィルム（住友化学工
業（株）製ＳＱ－１８５２ＡＰ）を貼付した。そして、
下側透明基板２０２ｂの下側にバックライトユニット２
１１を設置した。
【００３１】この第２の実施の形態で、バックライトユ
ニット２１１が非点灯の反射表示モードで用いた場合、
明るさの指標である全積分反射率は１７％、色再現性の
指標であるＬ*ａ*ｂ*表色系での赤緑青の色三角形の面
積は５３０と良好な特性を得ることができた。



(5) 特開２００３－２１５５６６

10

20

30

40

50

7
【００３２】バックライトユニット２１１を点灯させた
透過表示モードで用いた場合も、透過率４．５％、色三
角形の面積が４１０という、明るさと色再現性のバラン
スの良好な透過表示モードを実現することができた。
【００３３】（第３の実施の形態）図３は第３の実施の
形態の半透過型液晶表示素子の断面図である。図３にお
いて、３００ａ、３００ｂは偏光フィルム、３０１ａ、
３０１ｂ、３０１ｃ、３０１ｄは高分子フィルム、３０
２ａ、３０２ｂは透明基板、３０３は上側カラーフィル
タ、３０４ａ、３０４ｂは透明電極、３０５ａ、３０５
ｂは配向膜、３０６は液晶層、３０７は金属半透過電
極、３０８はオーバーコート層、３０９はアンダーコー
ト層、３１０は下側カラーフィルタ、３１１バックライ
トユニットを示す。
【００３４】透明基板３０２ａ、３０２ｂとしてガラス
基板を用いた。その上に、透明電極３０４ａとしてイン
ジウム・錫酸化物合金（ＩＴＯ）膜で電極を形成した。
また、下側の透明基板３０２ｂ上には、アンダーコート
層３０９としてＳｉＯ

2
からなる膜を形成した。その上

に赤・緑・青のストライプ配列からなる下側カラーフィ
ルタ３１０を顔料分散タイプで形成した。その上に平均
傾斜角３゜～１２゜の凹凸を持った散乱タイプの半透過
膜を銀の薄膜で形成し、その上に赤・緑・青のストライ
プ配列からなる上側カラーフィルタ３０３を顔料分散タ
イプで下側カラーフィルタ３１０と色が適合するように
形成した。その上に、オーバーコート層（電気的絶縁
層）３０８としてＳｉＯ

2
からなる膜を形成し、その上

に、透明電極３０４ｂとしてＩＴＯ膜で電極を形成した
ここで、下側カラーフィルタ３１０が、半透過手段より
も下側基板側の光へ色を付与する手段を形成しており、
上側カラーフィルタ３０３が、半透過手段よりも上側基
板側の光へ色を付与する手段を形成している。また、半
透過膜３０７は電極を構成しておらず、下側の透明基板
３０２ｂ上の電極は、独立に透明電極３０４ｂとして形
成されている。
【００３５】透明電極３０４ａおよび３０４ｂ上には、
ポリアミク酸のＮ－メチル－２－ピロリジノンの６重量
％溶液を印刷し、２５０℃で硬化してポリイミドとした
のち、２５０#のツイスト角を実現するようにレーヨン
布を用いた回転ラビング法による配向処理を行うことで
配向膜３０５ａ、３０５ｂを形成した。
【００３６】そして、上側透明基板３０２ａ上の周辺部
には７．０μmの径のガラスファイバーを１．０重量％
混入した熱硬化性シール樹脂（例えばストラクトボン
ド：三井東圧化学社製）を印刷し、下側透明基板３０２
ｂ上には６．０μmの径の樹脂ビーズを１００～２００
個／mm2の割合で散布し、上側透明基板３０２ａと下側
透明基板３０２ｂを互いに貼り合わせ、１５０℃でシー
ル樹脂を硬化した後、Δｎ

LC
＝０．１６のエステル系ネ

マティック液晶を真空注入し、紫外線硬化性樹脂で封口*
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*した後、紫外線光により硬化してＳＴＮ液晶層３０６を
形成した。
【００３７】こうして形成された液晶セルの上側透明基
板３０２ａの上に、ＳＴＮの白黒化のための光学補償層
としてポリカーボネートフィルムからなる高分子フィル
ム３０１ａ、３０１ｂを貼付し、さらに、偏光フィルム
３００ａとしてニュートラルグレーの偏光フィルム（住
友化学工業社製ＳＱ－１８５２ＡＰ）にアンチグレア
(ＡＧ)とアンチリフレクション（ＡＲ）処理を施したも
のを貼付した。また、下側透明基３０２ｂの下に、ＳＴ
Ｎの白黒化のための光学補償層としてポリカーボネート
フィルムからなる高分子フィルム３０１ｃ、３０１ｄを
貼付し、さらに、偏光フィルム３００ｂとしてニュート
ラルグレーの偏光フィルム（住友化学工業社製ＳＱ－１
８５２ＡＰ）を貼付した。そして、下側透明基板３０２
ｂの下側にバックライトユニット３１１を設置した。
【００３８】この第３の実施の形態で、半透過型のＳＴ
Ｎとして、バックライトユニット３１１が非点灯の反射
表示モードで用いた場合、明るさの指標である全積分反
射率は１３％、色再現性の指標であるＬ*ａ*ｂ*表色系
での赤緑青の色三角形の面積は４１０と良好な特性を得
ることができた。
【００３９】バックライトユニット３１１を点灯させた
透過表示モードで用いた場合も、透過率３．５％、色三
角形の面積が３５０という、明るさと色再現性のバラン
スの良好な透過表示モードを実現することができた。
【００４０】なお、本発明の効果は、実施の形態にて示
された構成のみに制限されるものではなく、本発明の構
成要件を満たしていれば、同様の効果を得ることができ
る。
【００４１】
【発明の効果】以上に説明したように、本発明の半透過
型液晶表示素子は、反射表示のときも透過表示のときも
光への色の付与の仕方が概略同じようになるような構成
とすることで、反射表示のときも透過表示のときも明る
さと色再現性のバランスを良好なものにすることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の半透過型液晶表示
素子の断面図
【図２】本発明の第２の実施の形態の半透過型液晶表示
素子の断面図
【図３】本発明の第３の実施の形態の半透過型液晶表示
素子の断面図
【符号の説明】
100a,100b,200a,200b,300a,300b  偏光フィルム
101a,101b,101c,101d,201a,201b,201c,201d,301a,301b,
301c,301d  高分子フィルム
102a,102b,202a,202b,302a,302b  透明基板
103  カラーフィルタ
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104a,104b,204a,204b,304a
,304b  透明電極
105a,105b,205a,205b,305a
,305b  配向膜
106,206,306  液晶層
107,207  金属反射電極
108,208  薄膜トランジスタ
109,209  コンタクトホール
110,210  平坦化膜（カラーフィルター）
111,211,311  バックライトユニット *

10
*120,220  半透過膜（画素電極）
203  選択反射膜（カラーフィルター）
303  上側カラーフィルタ
307  金属半透過電極
308  オーバーコート層
309  アンダーコート層
310  下側カラーフィルタ

【図１】 【図２】

【図３】
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摘要(译)

要解决的问题：提供半透明液晶显示元件，在反射显示和透明显示的情
况下，亮度和色彩再现性的平衡是令人满意的。 ŽSOLUTION：其中密
封有液晶（106）的液晶盒包括在一对上透明基板（102a）和下透明基
板（102b）之间，分别具有用于在内部施加电场的电极（104a，
104b），半透明的在该下透明基板（102b）上形成装置（120,220），
在上透明基板（102a）侧和下透明基板侧分别形成用于赋予光色的装置
（103a，110）。 （102b）与这些半透明装置（120,220）进行比较。
在反射显示的情况下，并且即使在通过背光单元（111）被点亮的透明显
示模式使用元件的情况下，也可以实现亮度和颜色再现性的平衡令人满
意的透明显示模式。 Ž
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